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論 文 内 容 の 要 旨
【背　景】
厚生労働省統計によると高齢者の肺炎による死亡者数が2011年には悪性新生物，心疾患に次いで第
3位に上昇し，高齢者における肺炎予防対策の重要性の認識と励行度が高まってきている。肺炎は高
齢者にとって高頻度に発生し，かつ致死的な疾患である。このうち誤嚥性肺炎を口腔健康管理という
日常の生活習慣励行で効果的に予防できれば国民の福音になることは論を待たない。
介護保険施設における看護師（含む准看護師）の特性として，自らの口腔衛生には高い関心があり，
また「食事」についても関心があるが消化器官としての口腔内の問題には関心が薄く，結果的に介護
保険施設入居高齢者の歯，口腔内の状態の良し悪しを軽視する傾向があり，さらに看護や介護人材の
不足面からも排泄，入浴，食事などの3大介護に比較して口腔健康管理が行き届かない現状がある。
【目　的】
本研究は新潟県の介護保険施設において肺炎予防等に関連が強い口腔健康管理（以下OHCS）の励
行に関して看護・介護専門職間の認識と励行度と行動特性をアンケート調査により，介護保険施設に
勤務する看護職と介護職，合わせて4職種の入所高齢者へのOCSに対する意識と実践の現状を明ら
かにし，それらの職種間の違いを比較することにより，OHCS 普及を妨げる要因の解決の糸口を探る
ことを目的とした。
【方　法】
介護保険法定義の3種類の施設のうち新潟県内2014年1月現在の総計332施設（特養ホーム，老健
施設，介護型療養病棟）合計3,001名を対象に施設に勤務する4職種（看護師，准看護師，介護福祉士，
介護士以下4職種）に無記名自記式の質問紙法調査を行った。調査期間は2014年7月1日から8月31
日までの2ヶ月間とした。基本情報に関する質問は性別，年代，資格取得年，勤務年数，業務関連資
格および教育や研修受講歴，の6項目とし，OCS質問項目はURL12） に示す53項目とした。
自身の口腔健康管理に対する日常習慣と入所高齢者へのOHCS に関する認識と励行度との関連を
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二値ロジスティック解析（b-LRA）で解析した。入所者に対するOHCS への認識と励行度を表す8
項目を標準化し合算し平均値で2区分して目的変数とした。
一方，説明変数は職種，性別，年齢区分等5項目の基本属性に加えて4職種自身の歯磨き回数等，
口腔健康管理の励行度11項目，計16項目を用いた。
統計学的解析はソフトウエア（マイクロソフト・エクセル2012）を用いてデータファイルを作成し，
アドインソフト（エクセル統計2012）を用いて分散分析とKruskal Wallis 検定を，更に IBM-SPSS
（v21）を用いて設問に対する回答の信頼性（reliability）を確認するためのCronbach のα検定13） お
よび二値ロジスティックス回帰分析を行った。
【結　果】
質問票回収率は332施設のうち179施設（53.9％），1,548名（51.6％）であった。回答者の職種別，性
別，年齢別内訳は1,548人の回答者のうち資格，性別，年齢区分のいずれかが欠損値の回答者34名を
データから除去した結果，総数は1,514名であった。歯科衛生士資格を有した常勤職員は179施設のう
ち16施設，各1名の計16名でわずか8.9％であり介護士として勤務していた。
統計解析 b-LRAで交絡因子を調整した結果，看護師は他3職種との比較で入所高齢者に対する
OHCS の認識と励行度がいずれも有意に低かった（p<0.01，p<0.0001，p<0.0001）。その他の OHCS
関連要因は4職種自身の歯磨き回数と時間が高度に有意，また，全身状態の改善の経験があると認識
と励行度が高い（p=0.0258）等が示された。
以上の結果から，入所高齢者を対象とするOHCS の質の改善には看護師自身の意識と知識の向上
が不可欠と考えられた。
さらに4職種の「OHCS による全身状態改善の経験」は直接入所高齢者のOHCS を担当しなくて
も間接的に入所高齢者の全身状態の改善経験を共有することでOHCS の普及に経験が不可欠であり
重要であるとの結果であった。
【考　察】
高齢者を対象とする OHCS の質の改善には看護師自身の意識と知識の向上そして何よりも実践が
不可欠と考えられた。介護保険施設の入所者は十分に自ら口腔の清潔を保つことができない場合が多
いため，必然的にOHCS を受けなければならない状況である。しかし，マンパワー等の観点から
OHCS を全ての入所者に行うことが難しいことを下山ら25） が報告している。本研究の結果から，看護
師は他3職種と比較して入所高齢者の OHCS に対する意識と実践の質と量両面で attitude が低いこ
とが明らかになった。
高齢者特有の誤嚥性肺炎予防の予防策として看護師がリーダーシップをとり看護，介護，多職種と
の連携や情報共有がより重要であり，今後の課題解決の糸口が示唆された。
キーワード： 介護保険施設，介護福祉専門職種，口腔健康管理，誤嚥性肺炎予防，二値ロジスティッ
ク回帰分析
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1）論文の位置づけ
本論文は，新潟県の介護保険施設入所高齢者への口腔健康管理に関する医療福祉4専門職種（看護
師，准看護師，介護福祉士，介護士）の認識と励行度を独立性の高い8指標を用いて比較した研究で
ある。
2）明らかにした内容，独創性
本論文によって明らかになった点は，これまで看護師の口腔健康管理の認識等の調査の対象施設が
病院が中心であったのに対し，3種類の介護保険施設①介護老人福祉施設，②介護老人保健施設，お
よび③介護療養型医療施設を対象に，介護福祉士，介護士との比較を行って職種間の違いを明らかに
し，その原因と改善すべき点に言及した点である。この結果，看護師が他3職種と比較して高度の有
意差をもって口腔健康管理の認識と励行度が低いことが明らかになった。加えてこの状態を改善する
ために看護師の立ち位置はどう変化すべきで，何が有効な手立てになるかを示唆した点が独創的であ
る。
3）評価できる点
⑴ 　評価手法の新規性：4職種の口腔健康管理の認識と励行度を①入所高齢者に対する歯ブラシ交
換頻度，②入所高齢者に対する口腔健康管理と他身体介護優先度比較，③入所高齢者の夕食後の
義歯管理法，等訪問歯科診療に詳しい複数の歯科医師が選定した独立性の高い指標を標準化した
総合点で評価した点が新しい手法である。この手法により口腔健康管理の認識と励行度を多面的
に，かつ各指標の相乗効果，相殺効果を加味して判定することが可能になった。
⑵ 　質問項目の信頼性：Cronbach のαは0.70となり質問票の信頼性の一般的基準である0.7−0.8を
満たした。
⑶ 　統計的手法の妥当性：①比較に用いた8指標の標準化総合値の分布の特性を厳密に吟味し，等
分散を前提とする分散分析法（ANOVA）ではなくノンパラメトリック法である Kruskal Wallis
法を用いたこと，②各職種間の違いは Sheffe 法等の複数の多重比較法を用いて看護師が他3職種
と比較して認識と励行度が有意に低いことを示したこと，③更に年齢，性別等の基本的な交絡因
子を二値ロジスティックス回帰分析を用いて検証し，様々な背景因子（交絡因子）を調整しても
結論が変わらず高度に有意であることを検証したこと，等が挙げられる。
⑷ 　口腔健康管理の意義の認識に関わる糸口：要介護高齢者において口腔健康管理の重要性が単に
清潔度の維持や快適性からくる QOLの維持向上のみならず介護現場の4職種において多数が健
康の増悪，改善に関係しているという経験を持っていることを確認し，そうした経験が口腔健康
管理の重要性の認識と更なる普及の糸口になる可能性が示唆されたことの意義は大きい。また本
論文においては，ややもすると専門職種の従来の機能から新しい役割分担を仕切ってしまう可能
性があるが，内外の多くの臨床疫学研究により口腔健康管理が，特に，要介護高齢者の誤嚥性肺
炎予防に寄与することが明らかになったこと，および肺炎による死亡が高頻度に起きていること
をどう位置づけるかを正面に捉えて問題提起しており，消毒はどんな医療関係職種もまずもって
意識してやらなければならない基本であると同様に，誤嚥性肺炎を予防するのは看護師だとか，
いや歯科衛生士だとか，介護福祉士や介護士が現実的だという議論だけでなく誰でもいるスタッ
フでやらなければならないのではないかという問題提起していることは，全国の介護保険施設の
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これからの在り方に一石を投じていると考えられる。
4）指摘事項
⑴ 　目的について
　①なぜ4職種を比較する必要性を感じたのか。
⑵ 　方法について
　①なぜ4職種で歯科衛生士は対象でないのか。
　②8項目の評価指標の妥当性はどう考えるか。
⑶ 　結果および考察について
　①看護師の役割は前線で口腔健康管理をすることではないのではないか。
　②先行研究では同様な結果が出ているのか。
　③本件を改善するための方法は何か。
　④あるべき看護師の役割は何か。
5）課　題
本論文は新潟県のみならず全国の介護保険施設が抱える口腔健康管理の不徹底を鋭く指摘している
稀有な論文である。誤嚥性を含む肺炎が高齢者の死亡原因の第3位になっている我が国の高齢者予防
医療対策に看護師はその理論と実践に指導的立場をとる必要があることは論を待たない。病院の
ICU等での役割はいざ知らずその理論と実践の指導者たるべき看護師が，介護保険施設においても
より指導的実績を上げるにはどのようにしたらいいか今後の研究が望まれる。
6）学位論文としての評価・審査結果
以上のことから，審査委員会は本論文を博士論文に相応しいと認める。
